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近年、糖尿病性腎症および高齢化による透析導入が
増加傾向にある中、穿刺困難例も増えてきた。穿刺
困難例での穿刺は患者、スタッフにとってストレス
の大きいものとなるため対策を考える必要がある。
当院では2010年より穿刺困難例に対しエコーガイ
ド下穿刺を行ってきた。今回、当院でのエコーガイ
ド下穿刺について報告する。 

はじめに 



エコーガイド下穿刺の適応基準 

1.触診困難例 
2.触診可能であるが、血管が深部・蛇行走行 
 している症例 
3.穿刺部直下または真横に動脈等が走行して 
 いる症例（安全な穿刺のため） 



GE LOGIC-e GE Venue40 

透析室で使用しているエコーの機種 



エコーガイド下穿刺法の手技手順 

1.滅菌手袋（中にエコーゼリーを入れる）でプローブ 
 を覆う 
2.イソジンを用いて穿刺部を消毒する 
3.血管を短軸と長軸で描出し、血管走行をイメージす 
 る 
4.短軸法と長軸法を使い分けて穿刺針を進めていく。 
5.穿刺針の先端を描出し、穿刺針の先端が血管の真ん 
 中を進むようにして穿刺針を進めていく 
6.外筒まで血管腔内に挿入できたのを確認して外筒の 
 みを進めていく 



エコーでの針の見え方 
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金属による高輝度コー、
その後方に多重反射 

小さい点状エコー、プ
ローブを尐し動かすと
消えるところがある 

太い点状エコー 
多重反射エコー 
（針の部位により異なる） 

２本の線状エコー 
先端がやや高輝度のと
きがある 

上下左右または上下の
線状エコー、プローブ
を尐し動かすと消える
ところがある 

上下左右または上下の
線状エコー 



エコーガイド下穿刺マニュアル 



模型を使用しての練習 



エコーは見えやすいところに置く 



エコーガイド下穿刺① 

プローブ走査 エコー画像 

触診可能であるが、血管が深部を走行している症例 



吻合部シェーマ 

エコーガイド下穿刺② 



エコーガイド下穿刺② 

プローブ走査 エコー画像 



エコー穿刺時ポイント① 

血管の走行を認識し、短軸で血管をプローブの真
ん中に描出。 

プローブと垂直方向に穿刺（血管の長軸方向に穿
刺） 

音響陰影や皮下組織の動きで針の進み具合を確認。 

針が血管にあたると血管がへこむ。 

針が血管内に入ると内筒が高輝度エコーとして認
められる。 



エコー穿刺時ポイント② 

短軸で針の先端を血管の真ん中に持ってくる⇒2-
3mm針を進める⇒プローブを動かし再び針の先端
を探す⇒針の先端を血管の真ん中に持ってくる
⇒・・・・・を繰り返し針を進める。血管の真ん
中を針を進めていく感じ。 

短軸での先端：小さな点として描出。先端から外
れると点が大きくなったり、エコーで複数の点と
なる。長軸も参考にする。 

最終的に血管内に針が入っているかどうかの確認 
 針の先端が血管腔内かどうか？ 

 針の先端が自由に動くかどうか？ 

 長軸では、外筒が血管内に入っているかどうかも確認 
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エコー使用状況 
(2012年1月～10月) 

エコー使用目的 理由 回数（回） 成功率
（％） 

エコー下穿刺 深い、細い、安全性 515 99.6 

エコー下修正 穿刺時違和感 
脱血丌良・静脈圧上昇 

248 97.2 

穿刺部位確認 穿刺部位検索、初回穿刺 43 

血管内腔確認 血腫、血栓、弁 39 

その他 内筒確認 33 



月別再穿刺率 
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月別再穿刺率＝ 
患者数×13回×2(A・V) 

再穿刺件数 

透析室へのエコー導入 

（２００９年４月〜２０１２年１０月） 



スタッフの声 
エコーがあればどんなに穿刺困難な患者でも怖くな 
 い 
再穿刺がなくなりストレスが減った 
始めはプローブの走査が難しかったが慣れれば簡単 
 
患者の声 
前の病院では開始（穿刺）に時間がかかって帰るの 
 が遅くなっていたが、ここにきて良かった 
 



まとめ 

エコーガイド下穿刺は穿刺にかかる時間も通常
穿刺とほぼ変わりなく未使用時に比べると穿刺
時間短縮や穿刺トラブルの低減に繋がった。ま
た成功率も99％以上であり患者・スタッフと
ともにストレスの低減になり穿刺困難例に対し
エコーガイド下穿刺は有用であった。 


